
 

東京都出身。法政大学
文学部哲学科卒業。 
故松田春翠門下。国内
外で活動し、多彩な語り
口で様々なジャンルの無
声映画の活弁を務めて
いる。2022年に活弁デビ
ュー50周年を迎えた。 

『突貫小僧』 国立映画アーカイブ所蔵作品 

（監督：小津安二郎／原作：野津忠二／出演：斎藤達雄、青木富夫、
坂本武ほか／1929年／製作：松竹／14分） 

『出来ごころ』 
（監督：小津安二郎／出演：坂本武、伏見信子、突貫小僧ほか／1933年／
製作：松竹／101分） 

日時：2023年7月8日(土) 
13:30～上映 

会場：札幌エルプラザ3階 

（札幌市北区北 8条西 3丁目 28） 

無料・申込制 
往復はがきにてお申し込みください。定員 200名 

申込方法：往復はがきの、往信用はがきの裏面に「イベント名・住所・氏名・電話番号」を、返信用はがきの

表面に「ご自分の郵便番号・住所・氏名」を記入して、6月 26日（月）まで（当日消印有効）に【北海道立文

学館（〒064-0931 札幌市中央区中島公園 1番 4号）】あてお送りください。 

1枚のはがきで 2名様まで応募可（その際は、2名分の氏名をお書きください。） 

詳細は返信はがきでお知らせします。 

定員を超えた応募があった場合は抽選とし、結果を返信はがきにて通知します。 

出演：澤登 翠 

（活動写真弁士） 

北海道立文学館 特別展 生誕 120年・没後 60年 小津安二郎 ～世界が愛した映像詩人～ 関連イベント 

特別展 生誕 120年・没後 60年 小津安二郎 ～世界が愛した映像詩人～ 
2023年 6月 24日(土)～8月 20日(日) 北海道立文学館 特別展示室 
[開館時間]9時 30分～17時（入場は 16時 30分まで）、夜間開館：7月 21日(金)17時 30～21時（入場は 20時 30分まで） 
[休館日]月曜日（ただし 7/17（月）は開館）、7/18（火） 
[観覧料]一般 700（550）円、高大生及び 65歳以上の方 450（350）円、小中生 300（200）円 
＊（ ）内は 10 名以上の団体料金 ＊学校の教育活動の一環として観覧する小中高生と引率者、身体障害者手帳などをお持ちの方と引率者

などは観覧無料となります。詳細は文学館までお問い合わせ下さい。 
[主催]北海道立文学館、公益財団法人北海道文学館（北海道立文学館指定管理者） [後援]札幌市、札幌市教育委員会 
[特別協力]オフィス小津、松竹株式会社 [企画協力]築山秀夫 

©松竹 

©松竹 

交通アクセス 
札幌市営地下鉄東西線、南北線、東

豊線「さっぽろ」駅・地下歩道 12番出口

から徒歩3分 

札幌市営地下鉄南北線「北 12 条」駅

から徒歩6分 

JR「札幌」駅北口から徒歩 3分 

※会場は、北海道立文学館では 

ありません。ご注意ください。 

北海道立文学館で開催 

人さらい（斎藤達雄）と親分（坂本武）が、さらってきた子供（青木富夫）の腕白
ぶりに振り回される喜劇。元は 38分の作品だが、今回は家庭用小型映画に再
編集された 14分のものを上映。 

喜八（坂本武）を主人公とした「喜八シリーズ」の第 1作。長屋で息子の富夫（突
貫小僧）と二人暮らしの喜八は、若い女性・春江（伏見信子）に熱をあげるが、彼
女は喜八の同僚・次郎（大日方伝）に思いを寄せていて… 

【お問い合わせ先】 
北海道立文学館 
℡：011-511-7655 
Mail：bugaku@h-bungaku.or.jp 

無声映画鑑賞会 
小津安二郎 


